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　「火の用心」元気な声が森商店街に響き
ました。
　4月18日（月）北信保育園と上郷保育
園の園児らによる春の火災予防運動が行
われました。
　これからは山林・原野火災が多く発生
する時期です。特に今年は例年よりも火
災が多く発生しています。火の取り扱い
には、十分注意しましょう。
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会計別当初予算額 （単位:千円）

一般会計当初予算内訳 （単位:千円）

会　　　計　　　名 平成28年度予算 対前年度比増減 一般会計からの繰入金 対前年度比増減
一　　般　　会　　計 3,885,000 125,000 － －

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険（事業勘定） 308,209 △12,762 22,851 5,694
国民健康保険（施設勘定） 134,341 △ 1,294 30,931 2,038
秋 山 診 療 所 6,333 228 0 0
後 期 高 齢 者 医 療 31,129 356 15,972 141
介 護 保 険 384,563 5,429 70,697 △ 10,627
介 護 サ ー ビ ス 70,045 14,071 28,280 9,271
簡 易 水 道 62,155 △ 41,111 29,453 △ 40,261
生 活 排 水 処 理 67,474 21,819 16,052 3,835
農 業 集 落 排 水 20,393 6,075 13,479 6,055
ス キ ー 場 118,788 △ 11,944 68,017 △ 491
ケ ー ブ ル テ レ ビ 36,797 △ 8,332 8,867 △ 22,592
小 　 　 　 計 1,240,227 △ 27,465 304,599 △ 46,937

合　　　　　計 5,125,227 97,535 304,599 △ 46,937

歳　出 歳　入

自主財源

村税　180,674（5%）

分担金負担金・使用料等
51,989（1%）

繰越金　5,000（0%）

繰入金
481,326（12%）

諸収入等
176,508
（5%）

地方譲与税等
97,150
（3%）

地方交付税
1,570,000
（40%）

国県支出金
768,253
（20%）

商工費
308,523（8%）

土木費
596,133
（15%）

消防費
370,523
（10%）

教育費
247,237
（6%）

災害復旧費
118,974（3%）

村債
554,100
（14%）

議会費　53,923（1%）

公債費
273,181（7%）

予備費
5,000（0%）

合計
3,885,000

合計
3,885,000

総務費
797,254（21%）

民生費
462,306
（12%）
衛生費
176,307（5%）

労働費
853（0%）

農林水産業費
474,786（12%）

　3月定例議会において、平成28年度当初予算案が可決されました。一般会計の予算規模は38億8,500万
円で、前年度比3.3％（1億2,500万円）の増となりました。ただし、栄村震災復興特別基金に2億5,000万
円積み増しを行う分があるため、これを除くと1億2,500万円（3.3％）の減となります。
　また、国民健康保険事業等の特別会計の予算規模は11会計合わせて12億4,022万7千円で、前年度比2.2％
の減となっています。以下当初予算の概要についてご紹介します。

平成28年度当初予算の概要
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主要事業 28年度当初予算に盛り込まれた主な事業について、ご紹介します。（◎は新規事業）

産業の振興

生活環境の整備

交通体系の整備

保健・医療・福祉の確保

高齢者対策

地域文化と教育の振興

その他新規事業

集落機能の充実

【農林畜産業】
◎集落営農組織育成事業（6,800千円）

集落営農組織の法人化への支援、農作業機械施設の導入
支援をします。

○ふるさと納税推進事業（120,345千円）
農業支援目的寄付者に対し、寄付金額に応じて栄村米コシ
ヒカリ（特A米）を贈ることで、米農家の生産意欲の向上
及び米の品質向上を図るとともに、栄村米のPRにつなげる。

◎県営中山間地域総合整備事業（47,250千円）
農業生産基盤と農村生活環境を一体化する整備を5年間で
行ないます。

【商工】
〇苗場山麓ジオパーク振興事業（14,056千円）

苗場山麓ジオパークに普及啓発活動を行います。

【上下水道】
○浄化槽市町村整備推進事業（26,616千円）

水環境の保全対策として浄化槽の設置を実施します（12基予定）。

【生活支援】
○総合サポートセンター業務委託事業（5,444千円）

震災復興計画に基づき、被災者の状況に応じたきめ細か
な総合的生活支援などを行います。

【住宅対策】
○住宅リフォーム支援事業（2,000千円）

地域経済の活性化のため、村内業者を利用して住環境整
備を行った場合、工事費の一部を補助します。

○若者定住マイホーム支援事業（5,000千円）
若者のIターン、Uターンを促進し、住宅確保を支援するため、
村内に居住のための住宅を建設又は購入する経費等に対し
補助します。（新築200万円　中古購入100万円　以内）

◎空き家活性化事業（25,000千円）
空き家を地域活性化の場所として改修除却を行います。

【消防・防災】
○避難所等の耐震改修工事費補助事業（2,074千円）

耐震診断士によって診断された老朽化の避難所に対し、
耐震補強工事費用の一部を補助します。

◎避難場所等標識設置事業（50,652千円）
村内67箇所に避難場所、ヘリポートの看板を設置します。

◎豊栄地区避難所・備蓄倉庫建設事業（157,788千円）
豊栄地区に第2次避難所を建設します。

◎東部社会体育館避難所改修工事（35,532千円）

【村道】
○村道改良事業（245,417千円）

村道の舗装、土合橋架替、和山岐線他7路線実施します。
その他法面保護、トンネル・橋梁点検等3路線を実施します。

【公共交通】
○デマンド交通運行業務委託（20,756千円）

枝線対策、他の交通機関との接続調整を図り、利用しや
すく効率的な地域住民の交通確保を図ります。

◎秋山線運行管理施設整備事業（23,413千円）
和山地区にバス発着施設の建設等を行います。

【冬期間の交通確保】
○村道除雪作業（121,359千円）
◎除雪機械整備事業(45,000千円)

ロータリー除雪車1台を更新整備します。

【医療の確保】
○診療所の運営（133,789千円）

栄村診療所・歯科診療所・秋山診療所を開設し、身近な場
所で医療が受けられるよう外来診療や訪問診療で対応します。

【疾病予防】
○予防接種事業（3,844千円）

小児肺炎球菌・ヒブなど予防接種法に基づく定期接種の
ほか、任意接種のインフルエンザ（中学生以下の子ども）
について村が助成します。

【福祉】
○福祉医療給付事業（11,924千円）

老人（68歳、69歳）、障がい者、子ども（0歳から18歳）、
母子家庭の母子及び父子家庭の父子を対象に、医療費の
一部を助成します。

○老人長期入院見舞金支給事業（1,125千円）
70歳以上の高齢者が20日以上の入院をした場合、1日500
円の見舞金を支給します。

○介護サービス事業（51,582千円）
高齢者総合福祉センターにおける各種福祉サービスの実施、
げたばきヘルパーの派遣などを行います。

○雪害救助・道踏み支援事業（35,749千円）
高齢者が冬期の生活を安心に過ごせるよう、対象世帯に
救助員・支援員を派遣し、除雪・道踏み作業を行います。

○秋山郷保存民家維持管理（2,954千円）
老朽化したカヤ屋根の改修等を行います。

◎栄村総合振興計画策定（4,152千円）
H29~H38までの第6次総合振興計画を策定します。

◎村政60周年記念事業等（2,301千円）
村政60周年記念式典の開催及び共済事業への補助を行います。

○集落支援交付金（8,000千円）
各集落や公民館の独自活動を支援します。

○復興支援員事業（6,772千円）
震災復興計画に基づき、住民の見守り活動や地域の活性
化事業を進めるため、村で復興支援員を2名雇用し栄村社
会福祉協議会へ派遣します。

○地域おこし協力隊員事業（10,950千円）
秋山地区に地域おこし協力隊員を配置し、住民と一緒に地
域の活性化事業を進めます。

○集落公民館改修補助事業（78,450千円）
集落公民館の新築及び全面改築又は、改修に係る費用の
1/2を補助します。
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栄村のニューフェイス紹介
今春、赴任してこられた学校の先生方と駐在所の警察官、役場職員を紹介します。よろしくお願いいたします。

産
業
建
設
課

　
　
　
齋さ

い
と
う藤

　
佑ゆ

う
す
け輔

教
　
諭

　
　
　
松ま

つ
い井

　
智さ

と
し史

出身：栄村平滝
趣味： 卓球、カラオケ
一言：栄村の道という道や野山
を車で散策したいです。自然の
恵みによって作られた美味しい
山菜を採って堪能したいです。

出身：飯山市
趣味： ゴルフ
一言：20年ぶりの飯山警察署勤
務です。風光明媚な環境を堪能
したいと思っています。よろし
くお願いします。

出身：十日町市
趣味： 料理、食べ歩き
一言：栄村はゆったりとして良
いところですね。景色や空気も
良く、食べる物も美味しいので
よく遊びにきます。よろしくお
願いします。

出身：福岡県
趣味： 昼寝、狩り
一言：今年度から役場勤務とな
りました。さらに地域振興の力
となれるよう努力していきたい
と思います。

出身： 栄村志久見
趣味： ギター、温泉
一言：30数年ぶりの故郷で分ら
ないことも多いですが、豊かな
自然の中で子どもと共に学んで
いきたいと思います。

総
務
課

　
　
　
上か

み
く
ら倉

　
麻ま

き紀

巡
査
部
長

　
　
　
　
小こ

ば
や
し林

　
英ひ

で
お雄

健
康
支
援
課

　
　
　
蕪か

ぶ
ら
ぎ木

　
康や

す
こ子

産
業
建
設
課

　
　
　
越お

ち智
　
勇ゆ

う
き気

出身： 群馬県草津温泉
趣味： 美味しくお酒をいただく

こと
一言：3度目の栄村赴任とても
嬉しいです。栄村の教育のため
一生懸命頑張りたいと思います。

出身： 栄村小滝（長野市）
趣味： 旅行
一言：４月から診療所に勤務す
ることになりました。昨年来た
ばかりで不慣れな点もあると思
いますが一生懸命頑張ります。

出身： 東京都
趣味： ショッピング、登山、ス

キー
一言：子ども達の明るい歌声、
笑顔がストレスを吹き飛ばして
くれます。スキーも楽しみです。

出身：飯山市
趣味： 温泉、自家菜園
一言：学校近くの道路にベンチ
が置かれていました。人への優
しさやつながりを感じました。
よろしくお願いします。

出身： 栄村切欠
趣味： スノーボード
一言：生まれ育ったここ栄村で
働くことができて嬉しいです。
早く環境に慣れて栄村に貢献で
きるように頑張ります。

出身： 大阪府
趣味： スキー、コーヒ―の香り

を楽しむ、ピクニック
一言：休日お弁当を持って出か
けます。景色のよい場所を教え
てもらいたいです。

出身： 飯山市
趣味： 温泉、カラオケ
一言：H22～23年度の2年間栄
中にお世話になっておりました。
この度カムバックサーモンです。
精一杯頑張ります。

教
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し
と人

教
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さ
よ代

講
　
師
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ぜ
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み上

　
由ゆ

き起

教
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石い
し
ざ
わ澤

　
倫の

り
お雄

校
　
長

　
　
　
髙た

か
は
し橋

　
信し

ん
い
ち
ろ
う

一
郎

栄中学校栄　小　学　校

栄　小　学　校

栄　村　役　場

栄村役場 水内駐在所
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▲当選証書を受け取る森川浩市氏

氏　　名 総 得 票 数

森川　浩市 ７２０ 票

高橋　眞太郎 ５１８ 票

相澤　博文 ２７９ 票

投票所 有権者数 投票者数 投票率

第1投票所
白鳥公民館 133 102 75.94％

第2投票所
平滝公民館 215 89 40.47％

第3投票所
西部重機車庫 297 221 73.74％

第4投票所
大久保公民館 125 95 75.20％

第5投票所
横倉公民館 97 63 64.95％

第6投票所
青倉公民館 112 78 68.75％

第7投票所
高齢者総合福祉センター 169 120 71.01％

第8投票所
志久見公民館 152 101 65.79％

第9投票所
長瀬公民館 111 89 79.28％

第10投票所
北野公民館 136 109 80.15％

第11投票所
秋山郷総合センター 180 131 70.00％

第12投票所
上野原公民館 48 35 70.83％

期日前投票 308

計 1,775 1,541 86.82％

時　　間 投 票 人 数
  7：00～11：00 ８１２人

11：00～18：00 ３６０人

18：00～20：00 ３６９人

栄村長選  各候補者の得票数
◯投 票 総 数／1,541票
◯有効投票数／1,517票（98.44％）
◯無 効 投 票／     24票（1.56％）

各投票所の投票率（不在者投票を含む）

投票所における時間別投票状況
（期日前投票を含まない）

（投票率は小数点第3位を四捨五入）※第11及び第12投票所は7：00～18：00まで

当

　任期満了に伴う栄村長選挙が4月24日（日）に
行われました。
　投票者数は1,541名（投票率86.82％）で当日
開票が実施され、森川浩市氏（56歳）が得票数
720票で当選されました。
　2期8年の島田茂樹村長から村政を引き継ぎ、5
月16日（月）に初登庁されます。
　なお任期は平成28年5月15日（日）から4年間です。

平成28年  栄村村長選挙結果
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地
域
の
元
気
を
生
み
出
す
個
性
あ
る

実
践
的
な
地
域
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み

を
応
援
す
る
た
め
、
長
野
県
北
信
地
方

事
務
所
か
ら
元
気
づ
く
り
支
援
金
事
業

の
２
次
募
集
を
行
い
ま
す
。

◇
対
象
団
体

・
公
共
団
体
等（
地
域
づ
く
り
活
動
を
行

う
N
P
O
法
人
、
協
議
会
、
自
治
会
）

◇
支
援
金
の
交
付
額

・
ハ
ー
ド
事
業　
３
分
の
２
以
上

・
ソ
フ
ト
事
業　
４
分
の
３
以
内

※
ハ
ー
ド
事
業
…
道
路
、
水
路
、
建
物

等
の
建
設
物
又
は
改
修
、
１
件
10
万

円
以
上
の
備
品
の
取
得
等

◇
事
業
期
間

・
５
月
２
日
（
月
）
～
６
月
10
日
（
金
）

【
問
合
せ
先
】

　

総
務
課
企
画
財
政
係

　

☎
０
２
６
９
-８
７
-３
１
１
２

　

行
政
相
談
は
、
公
立
・
中
立
の
立
場

地
域
発

元
気
づ
く
り
支
援
金

２
次
募
集
に
つ
い
て

　

村
で
は
、
地
域
特
性
を
活
か
し
た
振

興
作
物
を
重
点
的
に
支
援
す
る
た
め
、

村
内
に
居
住
す
る
農
業
者
等
が
取
り
組

む
事
業
に
要
す
る
経
費
に
対
し
、
左
記

の
と
お
り
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
、

新
規
や
増
反
で
対
象
品
目
を
栽
培
さ
れ

る
方
は
種
苗
費
等
の
領
収
書
を
保
管
い

栄
村
農
作
物
生
産
振
興
事
業
補
助
金
に
つ
い
て

た
だ
き
、
作
付
け
が
終
わ
り
ま
し
た
ら

補
助
金
の
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
申
請
・
問
合
せ
先
】

　

産
業
建
設
課
産
業
振
興
係

　

☎
0
2
6
9
-8
7
-3
1
1
3

対象品目 対象経費 補助率

アスパラガス

当該年における5ａ以上
の新植及び改植に要する
種苗代

1/2以内　ただし、10ａ
あたり40,000円を限度
とする。

当該年における3ａ以上
の雨除け栽培に要する資
材費

1/4以内　ただし、1ａ
あたり20,000円を限度
とする。

きゅうり

当該年における3ａ以上
の新植に要する資材費

1/4以内　ただし、10ａ
あたり90,000円を限度
とする。

当該年における3ａ以上
の新植に要する種苗代

1/4以内　ただし、10ａ
あたり30,000円を限度
とする。

ズッキーニ 当該年における3ａ以上
の新植に要する種苗代

1/3以内　ただし、10ａ
あたり5,000円を限度と
する。

ピーマン

当該年における1ａ以上
の新植に要する種苗代

1/4以内　ただし、10ａ
あたり30,000円を限度
とする。

冬至用
カボチャ

1/3以内　ただし、10ａ
あたり7,000円を限度と
する。

リンドウ 1/5以内　ただし、
80,000円を限度とする。

シャクヤク 1/5以内　ただし、
60,000円を限度とする。

オミナエシ 1/5以内　ただし、
30,000円を限度とする。

に
あ
り
、
住
民
の
行
政
に
関
す
る
苦
情

や
意
見
・
要
望
の
相
談
を
受
け
、
解
決

策
や
実
施
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

　

全
都
道
府
県
に
、
総
務
省
か
ら
委
託

さ
れ
た
行
政
相
談
委
員
が
配
置
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
行
政
に
関
し
て
、
一
人
で

悩
ま
ず
行
政
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
相
談
料
は
無
料
で
、
相
談
内
容
に

つ
い
て
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
ご
安

心
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　

総
務
課
情
報
防
災
係

　

☎
０
２
６
９
-８
７
-３
１
１
２

　

大
学
で
音
楽
を
学
び
、
こ
の
3
月
に

優
秀
な
成
績
で
卒
業
し
た
長
野
県
出
身

者
15
組
が
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
実
力
の
あ

る
演
奏
を
披
露
し
ま
す
。

◇
開
催
日
時

　

平
成
28
年
5
月
22
日
（
日
）

　

13
時
開
演
（
12
時
30
分
開
場
）

◇
会
場

　

ホ
ク
ト
文
化
ホ
ー
ル
（
中
央
ホ
ー
ル
）

◇
入
場
料

　
一
般
1
，0
0
0
円

　

高
校
生
以
下
無
料
（
全
席
自
由
）

お
困
り
ご
と  

一
人
で

悩
ま
ず
行
政
相
談
へ

平
成
28
年
長
野
県

新
人
演
奏
会
お
知
ら
せ
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毎日の快適な暮らしをもう一度実現させませんか？
　村では、住環境の整備と地域経済活性化のため、住宅の改修工事の費用を一部助成します。

◇ご利用可能な方◇
　1. 村内に住民登録のある方
　2. 村内にある住宅の所有者又は、賃貸住宅等の居住者で貸主の承諾を受けた方
　3. 村税等の滞納のない方

◇対象となる工事◇
　1. 村内業者により住宅リフォームに要する費用の合計額が５０万円以上（消費税含む）の工事（増築、

改築、模様替え、修繕、設備改修等）
　2. 建築基準法その他の法令に違反しない工事であること。
　3. 当該年度内に完了する工事であること。

◇補  助  金◇
　定額：10万円
◇その他の要件◇
　1. 補助金の交付は同一申請者及び同一住宅につき1回限りとする。
　2. 他の補助金事業等による補助金の対象となっている工事費は除く。

◇補助事業の流れ◇

【問合せ先】住民福祉課生活福祉係　☎0269-87-3114

補助金交付申請

交付決定通知

工事着手

完了後、実績報告
及び補助金請求

補助金支払

申し込み方法
　役場窓口又は秋山支所にある交付申請書に必要事項を記
入のうえ、次の書類を添付し、住民福祉課生活福祉係まで
提出してください。

・工事内容が確認できる書類の写し（見積書、工事内訳書等）
・住宅の位置図
・工事箇所の施行前の写真
※工事は、交付決定後に着手してください。
※工事完了後、次の書類を添付し、実績報告書を提出ください。
・工事契約書の写し（契約を取り交わした場合）
・工事費の支払いを証明する書類の写し（領収書等）
・工事箇所の施行後の写真

住宅リフォーム支援事業
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森
宮
野
原
駅
前
に
建
設
し
て
い
ま
し

た
栄
村
森
宮
野
原
駅
前
複
合
施
設
「
絆
」

（
き
ず
な
）
が
4
月
27
日
（
水
）
に
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
1
階
部
分
は
長
野
県

北
部
地
震
の
記
録
を
伝
え
、
防
災
学
習

や
苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
の
普
及
に
も

役
立
て
る
た
め
の
展
示
館
と
観
光
案
内
所
、

ま
た
子
育
て
世
代
の
交
流
ル
ー
ム
が
あ
り
、

2
階
部
分
は
栄
村
森
林
組
合
の
事
務
所

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
か
ら
も
お
気
軽
に
ご
利

用
い
た
だ
き
た
く
、
ご
来
館
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

◇
住
所

　

〒
3
8
9
-2
7
0
2

　

栄
村
大
字
北
信
3
5
8
6
番
地
4

◇
利
用
時
間

　

午
前
9
時
～
午
後
5
時

◇
入
館
料　

無
料

【
問
合
せ
先
】

　

栄
村
復
興
祈
念
館
「
絆
」（
き
ず
な
）

　

☎
0
2
6
9
-8
7
-2
2
0
0

　

FAX
0
2
6
9
-8
7
-2
3
6
6

　

今
年
度
よ
り
、
村
内
に
住
所
を
有
す

る
方
が
就
業
な
ど
の
た
め
に
大
型
特
殊

自
動
車
運
転
免
許
等
の
対
象
と
な
る
資

格
を
取
得
す
る
際
に
か
か
っ
た
経
費
の

二
分
の
一
（
最
大
五
万
円
限
度
）
を
補

助
す
る
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

対
象
資
格
・
申
請
等
ご
不
明
な
点
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
商
工
観
光
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　

商
工
観
光
課　

企
業
観
光
係

　

☎
０
２
６
９
-８
７
-３
３
３
３

　

5
月
は
水
防
月
間
で
す
。
水
害
か
ら

住
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
水

防
の
重
要
性
と
水
防
に
関
す
る
基
本
的

考
え
方
の
復
旧
を
図
り
、
水
防
に
対
す

る
住
民
の
理
解
を
深
め
、
広
く
協
力
を

求
め
る
こ
と
に
よ
り
、
水
害
の
未
然
防

止
又
は
軽
減
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

◇
実
施
期
間

出
水
期
前
未
然
に

水
害
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

栄
村
復
興
祈
念
館

「
絆
」（
き
ず
な
）オ
ー
プ
ン

仕
事
に
必
要
な
資
格

取
得
に
補
助
が
で
ま
す

　

5
月
1
日
（
日
）
～
5
月
31
日
（
火
）

◇
運
動
テ
ー
マ

　
「
洪
水
か
ら
守
ろ
う
み
ん
な
の
地
域
」

　
こ
の
統
計
調
査
は
、
事
業
所
の
売
上

や
費
用
な
ど
を
調
査
し
、
国
の
経
済
施

策
の
基
本
資
料
と
す
る
た
め
、
全
国
に

あ
る
事
業
所
を
対
象
に
六
月
一
日
現
在

で
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

知
事
が
任
命
し
た
調
査
員
が
五
月
中

に
調
査
票
を
配
布
の
た
め
の
事
業
所
を

訪
問
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
し
た
事
項
に
つ
い
て
は

目
的
外
に
は
使
用
さ
れ
ず
、
調
査
票
は

厳
重
に
管
理
さ
れ
ま
す
。

　

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
、
4
月

6
日
～
4
月
15
日
の
10
日
間
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　

昨
年
度
長
野
県
内
で
は
8
，5
2
7
件

の
人
身
事
故
が
発
生
し
、
前
年
度
に
比

経
済
セ
ン
サ
ス
活
動
調
査

に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

目
指
せ
！

交
通
事
故
０（
ゼ
ロ
）件

べ
7
7
4
件
減
少
し
た
も
の
の
、
死
者

数
は
94
件
と
18
件
の
増
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
事
故
の
多
く
が

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
未
着
用
が
原
因
だ
と

い
う
こ
と
で
す
。
ち
ょ
っ
と
そ
こ
ま
で
の

油
断
が
交
通
事
故
に
繋
が
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
い
ま
一
度
交
通
安
全
の
意
識
を

高
め
交
通
事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

　

栄
村
交
通
安
全
協
会
で
は
北
信
保
育

園
、
栄
小
、
栄
中
に
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
、

反
射
タ
ス
キ
、
反
射
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を

寄
付
し
、
交
通
事
故
ゼ
ロ
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

栄
村
安
協
南
雲
会
長
か
ら
平
野
校
長
先
生
へ
交
通

安
全
物
品
寄
付
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　中津川左岸に広がる段丘面（米
原Ⅱ面）、通称“沖ノ原台地”は、
標高約450mの緩い起伏を持つ台
地です。この沖ノ原台地の上にこ
んもりと広がる台地があり、そこに
妙法牧場などが営まれています。
このこんもりとした丘陵が苗場溶
岩であり、その流れ下った先端部
が起伏のある崖線を形成しています。
その一つが日本百名水に選ばれた

「龍ヶ窪」です。
　龍ヶ窪は、新潟県自然保護地域指定地区内に位置しています。約1.2万㎡の広さ(明治神宮球場のグ
ラウンドに匹敵)を持ち、その水深は約1.5mです。湧水量は季節によって異なりますが、毎分18～30
トンが湧き出ていて、平均水温8～10℃です。この湧水量は、広大な龍ヶ窪の水が1日で入れ替わる量
です。その水年代(地表の水がしみ込んで湧水として出てくるまでの年数)は、昨今の調査分析でおよ
そ40年という値が導かれています。水質はミネラル含有量が19㎎/Lの超軟水に分類されます。このよ
うな美味しい水質と豊富な湧水量から昭和60年に「名水百選」の一つに選定されました。この龍ヶ窪
の畔には、岡・谷内各集落の弁天様が祀られています。ブナやスギで覆われた佇まいは神秘的で、数々
の龍神伝説が残っています。
　さらに、この湧き出る水を田んぼの他に冬季の融雪に利用する用水網は全国的に稀であり、雪国の
極めて重要な歴史文化的景観として岡集落内で見学することができます。

【問合せ先】商工観光課ジオパーク推進係　☎0269-87-3333

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆  サイト№4  龍ヶ窪  ◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇

〜地域の宝で手をつなごう〜

苗場山麓ジオパーク通信（13）

◇ガイド講座予定表（5～7月）
日　　時 内　　　　容 会　場

5/28（土）9：00～15：30 モデルコースを巡る(コースA)【座学】 なじょもん

6/20（土）9：00～15：30 ジオサイト周辺の植物・動物たち(初夏)【現地】 龍ヶ窪他

7/11（土）9：00～15：30 モデルコースを巡る(コースB)【現地】 萌木の里他
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だ
け
の
知
識
で
は
マ
ズ
い
と
、
早
速
そ
れ
ま
で
素

通
り
し
て
い
た
名
所
を
ガ
イ
ド
本
片
手
に
ウ
ロ
ウ
ロ
。

お
恥
ず
か
し
な
が
ら
1
年
も
秋
山
に
住
ん
で
い
た

の
に
「
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
場
所
が
あ
っ
た
ん
だ
！
」

と
再
認
識
。

　

4
月
24
日
に
ガ
イ
ド
認
定
式
が
あ
り
、
い
よ
い

よ
ガ
イ
ド
し
て
の
活
動
開
始
。
初
級
ガ
イ
ド
で
す

の
で
、
こ
の
地
に
長
き
に
渡
り
住
ま
わ
れ
て
い
る

皆
様
の
方
が
よ
ほ
ど
物
知
り
。
ガ
イ
ド
に
ガ
イ
ド

役
が
必
要
な
程
の
新
米
で
す
が
、
頑
張
っ
て
活
動

の
幅
を
広
げ
よ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
集
落
の

方
々
が
「
栄
村
も
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
て
盛

り
上
が
っ
て
る
ね
！
」
と
、
感
じ
て
頂
け
る
様
に

な
れ
ば
こ
ん
な
に
嬉
し
い
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
地
域
お
こ
し
協
力
隊　

坪
内 

大
地
）

　

皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

復
興
支
援
員
の
髙
橋
で
す
。
今
年
は
結
局

最
後
ま
で
小
雪
で
終
わ
り
ま
し
た
ね
。
し

か
し
、
夏
は
冷
夏
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
の
稲
作
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

先
日
、
中
野
に
住
ん
で
い
る
方
か
ら
「
サ

ル
が
げ
ん
出
て
困
る
」
と
言
う
話
を
聞
き

ま
し
た
。
私
の
住
ん
で
い
る
志
久
見
で
は

サ
ル
は
あ
ま
り
見
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

二
年
前
は
家
の
目
の
前
ま
で
ク
マ
が
来
た

り
、
タ
ヌ
キ
な
ど
が
畑
を
荒
ら
し
た
り
と
、

確
か
に
獣
の
被
害
は
出
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

他
の
市
町
村
で
も
獣
被
害
は
増
え
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
を
逆
手
に
取
り
、
ジ
ビ
エ

料
理
と
し
て
シ
カ
や
ク
マ
の
肉
が
よ
く
売

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

獣
害
対
策
に
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、

電
気
柵
や
爆
音
器
は
高
額
で
バ
ッ
テ
リ
ー

な
ど
の
管
理
も
負
担
に
な
り
ま
す
し
、
罠

や
銃
で
の
猟
も
人
手
と
い
う
大
き
な
問
題

が
あ
り
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
、
な
ぜ
シ
カ
や
サ
ル
が
増
え

た
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
ず
天
敵
で
あ
っ
た

オ
オ
カ
ミ
が
絶
滅
し
ま
す
。
オ
オ
カ
ミ
は

森
や
山
の
頂
点
捕
食
者
で
あ
り
ま
し
た
が
、

現
代
の
人
間
に
と
っ
て
は
家
畜
を
襲
う
敵

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
は
人
間
が

頂
点
捕
食
者
に
な
り
ま
す
が
、
人
間
は
畜

産
を
覚
え
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
わ
ざ
わ

ざ
山
で
狩
り
を
す
る
人
は
ほ
と
ん
ど
居
な

く
な
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
戦
後
始
ま
っ
た
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ

な
ど
針
葉
樹
を
主
体
と
し
た
植
林
事
業
に

よ
り
広
葉
樹
の
実
や
葉
な
ど
を
餌
に
し
て

い
た
野
生
動
物
の
生
存
を
脅
か
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
い
っ
ぽ
う
、
人
口
流

出
や
高
齢
化
な
ど
が
進
ん
だ
山
間
地
域
で

は
人
の
い
な
い
隙
を
ね
ら
っ
て
野
生
動
物
が
、

餌
と
な
る
農
作
物
を
食
害
す
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
狩
猟
者
が
い
な
い
地
域
で

は
駆
除
が
出
来
な
い
た
め
、
そ
の
被
害
は

広
が
る
ば
か
り
で
す
。

　

そ
れ
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
獣
害
対
策
は

ど
う
す
れ
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。
私
は

何
と
か
共
存
す
る
道
が
作
れ
な
い
か
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
、
奥
地
の
ス
ギ

を
伐
採
し
日
の
入
る
明
る
い
広
葉
樹
林
帯

を
造
成
し
餌
場
を
確
保
し
て
誘
導
す
る
。

集
落
周
辺
の
草
や
木
を
刈
り
、
こ
こ
か
ら

は
人
が
住
む
土
地
だ
ぞ
と
示
す
。
昼
だ
け

で
な
く
夜
も
人
の
気
配
が
あ
る
よ
う
に
夜

中
に
鳥
追
い
祭
の
よ
う
な
音
を
出
す
イ
ベ

ン
ト
を
定
期
的
に
開
催
す
る
。
最
後
に
オ

オ
カ
ミ
を
山
に
放
つ
（
日
本
で
は
絶
滅
し

て
い
ま
す
が
）。

　

獣
害
対
策
、
山
の
動
物
た
ち
と
ど
う
共

存
し
て
暮
ら
し
て
い
く
の
か
、
美
味
し
い

ジ
ビ
エ
料
理
も
魅
力
的
・
・
・
み
な
さ
ん

の
ア
イ
デ
ア
、
お
話
を
是
非
聞
か
せ
て
く

だ
さ
い
。

（
復
興
支
援
員　

髙
橋 

琢
磨
）

　

秋
山
に
移
住
し
て
か
ら
是
非
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

た
か
っ
た
事
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
「
苗
場

山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
ガ
イ
ド
検
定
」。
私
は
そ
も

そ
も
登
山
が
趣
味
。
そ
の
山
好
き
が
高
じ
て
長

野
県
へ
移
住
し
た
い
と
い
う
夢
が
あ
り
、
そ
れ

が
協
力
隊
と
言
う
形
で
実
現
し
ま
し
た
。

　
こ
ち
ら
に
来
て
初
め
て
苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー

ク
を
知
り
ま
し
た
。
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ

た
か
ら
と
言
っ
て
、
特
に
集
落
の
方
々
が
意
識

し
て
い
る
か
？
と
言
う
と
そ
う
で
は
な
く
、
逆

に
「
そ
り
ゃ
な
ん
だ
い
？
」
と
言
っ
た
感
じ
で

あ
り
、
特
に
集
落
の
方
々
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト

は
な
い
様
に
感
じ
ま
す
。
し
か
し
、
他
の
地
域

か
ら
来
た
私
に
と
っ
て
、
栄
村
～
津
南
に
ま
た

が
る
こ
の
エ
リ
ア
の
自
然
は
魅
力
的
。
今
、
自

分
が
住
む
こ
の
地
の
歴
史
、
文
化
、
自
然
を

「
学
」
と
し
て
知
る
事
は
大
切
な
事
！
ガ
イ
ド

と
い
う
立
場
で
な
く
と
も
秋
山
や
村
の
事
を
勉

強
し
た
い
と
思
い
受
験
。
そ
れ
に
、
合
格
す
れ

ば
秋
山
在
住
の
ガ
イ
ド
と
し
て
、
苗
場
登
山
と

は
ま
た
違
っ
た
視
点
で
観
光
客
へ
ア
ピ
ー
ル
を

行
い
、
新
た
な
観
光
誘
客
が
で
き
れ
ば
そ
れ
も

一
つ
の
地
域
活
性
だ
と
。

　

そ
し
て
3
月
下
旬
に
試
験
を
受
け
、
結
果

は
合
格
！
と
は
言
え
、
秋
山
エ
リ
ア
以
外
は
ほ

と
ん
ど
資
料
を
読
ん
だ
だ
け
の
丸
暗
記
の
結
果
。

自
分
の
足
で
実
際
に
そ
こ
に
出
向
き
、
そ
の
場

に
立
っ
て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
空
気
を
感
じ

て
こ
そ
、
本
当
の
ガ
イ
ド
と
呼
べ
ま
す
。
暗
記

秋
山
協
力
隊
通
信
vol.12



保健だより
広 報 さ か え平成28年 5月1日 （12）

○自覚症状が出てくる前に

○同じ脂肪にも違いがある

　先月号では、①肥満って何？②栄村の状況について皆さんにお知らせしました。
実際に計算した方はどこに当てはまりましたか。
　今月号では、肥満が身体にどのような影響を与えるのか考えてみましょう。

　このように①インスリンの効き目が悪くなり血糖値が下がりにくい②血圧を上げる③血栓を溶かしに
くくする④血管の修復を妨げるといった身体にとって良くないことが脂肪から出る物質によって引き起
こされます。このように肥満を放置しておくと、生活習慣病になってしまいます。
　生活習慣病に自覚症状はないのです。

　生活習慣病を放置しておき、自らの身体に負担をかけていると『心筋梗塞・狭心症』『脳梗塞』といっ
た重篤な病気を引き起こします。

　できるだけ早い段階で予防して健康を保ちたいですね。早期に対処することで健康維
持と共に医療費まで抑えることができますよ。次号では、肥満の原因について考えてみ
ましょう。

糖　尿　病：インスリンの作用が十分でないためブドウ糖がうまく使われずに、血糖値が高くなっている状態。
身体のあちこちに悪影響を及ぼします。

高　血　圧：血圧が慢性的に正常値よりも高い状態。血管に常に負担がかかるため、血管の内壁が傷つ
いたり、柔軟性がなくなって、動脈硬化を起こしやすくなります。

脂質異常症：血液中のLDLコレステロール（悪玉）や中性脂肪が多くなりすぎている状態、またはHDL
コレステロール（善玉）が少ない状態が続く病気です。放っておくと、血管の動脈硬化が
少しずつ進んでいきます。

（文責：健康支援課健康増進係　保健師：樋口祐介）

内臓脂肪 皮下脂肪

脂肪のつく場所 肝臓や腸などの内臓周囲 お尻や太ももなどの皮膚の下
内臓から離れている

身
体
へ
影
響
を
与
え
る
物
質

脂肪酸

脂質異常症

肝臓に近いため脂肪肝になりやすい

多い

内臓から離れているため内臓への影響は少ない

少ない

血糖値を下げにくくする物質 多い 少ない

血圧を上げる物質 多い 少ない

血栓を作りやすくする物質 多い 少ない

免疫を低下させる物質 多い 少ない

生活習慣病
糖尿病
高血圧
脂質異常症

重篤な病気
心疾患
脳血管疾患

要介護状態
最悪の場合、
亡くなってしまう
ケースも

肥　満① ② ③ ④



火災 救助 救急 栄村の搬送医療機関
飯 山 市 0 1 73 飯 山 日 赤　12

津 南 病 院　2
そ の 他　3
不 搬 送　1

木 島 平 村 0 0 24

野沢温泉村 0 0 26

栄 村 0 0 18

管 轄 外 等 0 0 2

　　  火の始末　満点だけが　合格点

○国民健康保険税  ○介護保険料
○後期高齢者医療保険料
○浄化槽使用料　○農集使用料
○保育料　○ケーブルテレビ使用料
納期限は 5月31日（火）です

※振替指定口座の残高を事前にご確認ください。

岳北地域＆津南町情報コーナー

3月火災・救助・救急出動件数

十日町地域消防署との
応援協定による出動を
含みます。

5月の納税等

口座振替日
　農協・郵便局	 5月23日（月）
　八十二銀行・県信	 5月25日（水）

津南町 木島平村

飯山市 野沢温泉村

（13） 平成28年 5月1日広 報 さ か え

　今年も恒例の「たけ
のこまつり」が開催さ
れます。旬の採れたて
新鮮な「根曲がり竹づ
くし」に舌鼓を打ちま
せんか。

【問合せ先】馬曲温泉　望郷の湯
　　　　　  ☎0269-82-4028　

◇期　間：6月10日(金)
　　　　　  ～19日(日)
◇時　間：18:30～20:30
◇場　所：河原湯と大湯の間の路地裏
◇出品料理例：竹の子汁、竹の子姿焼き、竹の子の天ぷら、
　　　　　　　たこやき、焼きそば、その他
※近くに駐車場はありませんので、横落駐車場をご利用ください。

◇営業時間　午前6時～午後10時（最終受付 午後9時30分）
　※冬季は営業時間が変更になります。
◇定 休 日　毎週水曜日（祝日・お盆・年末年始を除く）

■条　件：①結婚していて挙式がまだのカップル。
　　　　  ②結婚する予定があるカップル。
　　　　  ③上記の条件で開催日に合わせられること。
■開催日：平成27年7月31日（日）
■応募方法：お問い合わせください　■応募締切：5月16日（月）

◇日　時　6月4日（土）11:00～17:30
　　　　　（アスパラはなくなり次第終了です）
◇会　場　飯山市文化交流館なちゅら屋外広場 【問合せ先】野沢温泉観光協会　☎0269-85-3111

「津南ひまわり広場で結婚式を挙げてみませんか？」
～カップル必見!!新郎新婦大募集!!～

名物絶景野天風呂
馬
ま ぐ せ

曲温泉  望郷の湯へお越しください

　飯山市の農村女性の皆さんが中心となり「これぞ飯山のおい
しい農差物」というアスパラを市内外にPRして、開業後に新幹
線で信越自然郷に訪れる人々を多く迎えたいという目的で始まっ
た「信越自然郷アス
パラまつり」。
　今回は第45回全国
林業後継者大会に併
せて飯山市文化交流
館なちゅら屋外広場
を会場に開催します。
飯山のアスパラを味
わいにぜひお越しく
ださい。

　50万本のひまわり畑の真
ん中で結婚式を挙げてみま
せんか？今年の新郎新婦を
大募集します。国際ホテル・
ブライダル専門学校の学生
がお二人のご要望をお聞き
し、ここでしかできない斬新
で素敵な演出を企画します。
プロデュース費用も無料！！ぜひ、ご応募ください。

第4回  信越自然郷
アスパラまつりが開催されます

野沢温泉　  　　
たけのこまつり　　

【問合せ先】wish国際ホテル・ブライダル専門学校     
                ☎025-290-5600

　北信州の名湯として全国
にその名を轟かせる馬曲温泉。
　絶景の野天風呂からは目
の前に高社山、晴れた日は
遠く北アルプスまで望むこと
ができます。
　また、お湯に浸かりながら
四季折々の自然にふれることができるのも魅力です。
　その他、檜づくりの内風呂や食事処「鞍掛の茶屋」も併設
されており、ゆったりと過ごすことができます。
　日頃の疲れを癒しに馬曲温泉を訪れてみてはいかがですか。

▲青空と笑顔が眩しい
ひまわりウエディング

▲たけのこまつりにお越しください

▲特売市には毎年
　長蛇の列ができます
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農地法が一部改正されました！

平成27年度の主な事業報告

平成28年度の主な事業計画

栄村農業委員会が今年度、下記の事業を行う予定です。

○農地法に係る処理件数
・農地法第3条（農地の売買等）　　 　　 16件（77筆、48,155㎡）
・農地法第4条（農業用施設への転用）　　 2件（  2筆、  2,957㎡）
・農地法第5条（権利移動を伴う農地転用）　 7件（22筆、12,329.28㎡）
○農業経営基盤強化促進法による農地の賃貸借（利用権設定の契約）
　85件（234筆、362,321.65㎡）
○農地パトロール（利用状況調査）の実施
○栄村担い手農業者等との意見交換会を実施

○村内農地の調査
遊休農地等を対象に農地パトロールを行い、現状把握と今後の手立て

等について検討します。
○耕作放棄地解消に向けた取り組み

暮坪地籍において、わらび栽培を基本としながら、引き続き耕作放棄地
解消の推進を強化します。また各地域の耕作放棄地で、そば栽培実施を
検討します。

○栄村特産品の研究
栄村独自の品種である「ししこしょう」（とうがらしの一種）を、「信州の

伝統野菜」として認定取得を目指します。認定されることにより、村独自
の品種として販売面で差別化を図り、今後加工品等の開発・6次産業化
へ繋げ、特産品としての位置付けを図っていきます。

　→ 改正農地法が平成28年4月1日より施行されました。
　　（主な改正内容として、農地転用許可の自治事務化・権限移譲等）
⑴ 第5次地方分権一括法による農地法改正
　 ①2ha超4ha以下の農地転用許可の自治事務化。4ha超の農地転用許可権 

限の都道府県知事（指定市町村）への移譲。
　 ②指定市町村制度の創設
⑵ 農業協同組合法等の改正による農地法改正
　 ①農業生産法人から農地所有適格法人へ呼称を変更
　 ②許可権者が農業会議へ許可する際の諮問が、農業委員会が許可権者へ

申請書を提出する際に30a以上（30a以下も農業委員会が必要と認めれ
ば可）について農業会議（ネットワーク機構）へ意見聴取を行う

⑶ 農地法等改正に伴う特例条例の改正
 　①2ha以下の農地転用許可権限の移譲を4ha以下まで拡大
⑷ 農地転用許可基準の運用通知の改正
 　①一般住宅500㎡　農家住宅1,000㎡　通知の廃止
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爽
や
か
な
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
長
か
っ
た
寒
い

冬
が
終
わ
り
、
早
春
の
華
や
か
な
花
々
の
競
演
が
一

段
落
し
、
山
々
の
新
緑
が
目
に
眩
し
い
季
節
で
す
。

山
が
笑
う
と
い
い
ま
す
が
、
も
く
も
く
と
山
全
体
が

盛
り
上
が
る
か
の
よ
う
な
新
緑
の
躍
動
を
見
て
い
る

と
、
命
の
力
強
さ
に
心
が
揺
さ
ぶ
ら
れ
ま
す
。

　
戦
前
に
生
き
た
夭
折
の
詩
人
は
、「
五
月
の
風
を

ゼ
リ
ー
に
し
て
持
っ
て
来
て
」
と
い
い
ま
し
た
が
、

爽
や
か
な
皐
月
の
風
に
身
を
置
く
と
き
、
夢
の
よ
う

な
甘
い
気
持
ち
に
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　
雪
深
い
こ
の
地
で
暮
ら
し
て
い
け
る
の
も
、
こ
の

爽
や
か
な
風
に
巡
り
合
う
た
め
と
思
え
て
き
ま
す
。

　
深
い
山
々
と
谷
を
流
れ
る
清
ら
か
な
川
の
流
れ
、

山
々
と
川
の
接
す
る
僅
か
な
土
地
に
縄
文
以
前
か
ら

連
綿
と
続
け
ら
れ
て
き
た
人
々
の
暮
ら
し
が
、
存
亡

の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
農
業
や
漁
業
と
い
っ

た
命
を
繋
ぐ
仕
事
を
軽
視
し
て
き
た
戦
後
の
こ
の
国

　農地を貸したいが借りてくれる人が見つからない、法
人組織等を立ち上げて地域単位で農地の貸し借りを見
直したいといった場合には、農地中間管理事業が活用
できるかもしれません。是非ご検討を。
　また従来どおり、農地の貸し借りが相対で決まってい
る場合には、農業経営基盤強化促進法に基づく「利用
権設定」の届出が必要です。忘れずに届出をしてください。
詳しくは、お近くの農業委員か農業委員会事務局まで
随時お問い合わせください。

農地の貸し借りの際には
農地中間管理事業の活用の検討、
農地利用権設定の届出をお忘れなく 　農業者年金を受給されている皆様には毎年1回、現

況届の提出をお願いしています。
　独立行政法人農業者年金基金から郵送にて、受給
されている皆様のお手元に現況届の提出案内が直接届
けられますので、住所・氏名など必要事項を記入のうえ、
6月30日までに農業委員会事務局へ提出してください。
（※また経営移譲年金を受給されている方は、経営所
得安定対策等への申請を受給者本人名義で申請をし
ないようご注意下さい。年金支給が停止される場合が
あります。）

農業者年金を
受給されている皆様へ

農　業　委　員　会　か　ら　の　お　知　ら　せ

　毎年農作業中の事故で、かけがえのない命が失われています。
　事故の多くは農業機械を使用する際に安全確認を怠ったり、適切な操作を誤ったことが原
因です。作業をする際は十分注意してください。

5月1日から5月31日は春の農作業安全運動月間です。

農地は、自分の土地であっても売買する
場合や耕作以外の目的に使用する場合は、
農業委員会または知事の許可が必要です。
農地の売買、転用等計画のある方は、お
近くの農業委員
か農業委員会事
務局にご相談く
ださい。

農地の売買・転用
には許可が必要です

事
務
局
が
変
わ
り
ま
し
た

　
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
付
の
人
事

異
動
に
よ
り
、
事
務
局
職
員
が
変
わ
り

ま
し
た
。

○
事
務
局
長
　
　
藤
木
博
吉

○
事
務
局
書
記
　
越
智
勇
気

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

の
あ
り
方
が
、
地
方
消
滅
の
危
機
を
招
い
て

い
ま
す
。

　
命
を
養
っ
て
い
け
る
も
の
は
命
だ
け
で
す
。

他
の
命
の
犠
牲
の
上
で
し
か
人
は
命
を
繋
い
で

い
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
命
を
育
て
て
い
く

事
が
で
き
る
の
は
、
工
業
で
も
金
融
で
も
な
く
、

命
を
繋
ぐ
仕
事
で
あ
る
農
業
・
漁
業
に
他
な

り
ま
せ
ん
。
そ
の
土
地
の
風
土
と
歴
史
に
育

ま
れ
て
き
た
多
様
な
農
業
を
尊
重
し
、
環
境

の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と
で
、
先
人

は
命
を
繋
い
で
き
た
の
で
す
。

　
栄
村
で
も
小
滝
地
区
で
耕
作
放
棄
地
拡
大

を
食
い
止
め
る
手
段
と
し
て
、
新
し
い
農
業

が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

　
集
落
の
全
員
を
構
成
員
と
す
る
合
同
会
社

を
立
ち
上
げ
農
地
中
間
管
理
事
業
を
活
用
し
、

補
助
金
を
受
け
た
上
で
共
同
で
地
区
の
農
地

を
耕
作
す
る
形
を
始
め
ま
し
た
。
こ
の
試
み

に
は
、
住
民
の
柔
軟
な
発
想
が
詰
ま
っ
て
い

ま
す
。　

広
報
編
集
委
員
　
　
油
科
　
恵
子
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栄 村 議 会 報 （16）平成 28 年 5 月 1 日

内容：○議会議員補欠選挙当選報告○平成28年度予算○主な可決案件○平成27年度予算推移
　　  ○請願審査結果○一般質問4名○栄村議会活動報告
　　   ※島田伯昭氏は平成28年3月22日付で一身上の都合により辞職されたため、一般質問の掲載はありません。

◆平成28年度予算を予算特別委員会で慎重審議し可決◆

◆議会議員補欠選挙で石沢一男氏、松尾眞氏、上倉敏夫氏が当選◆

一般会計総額　38億8千5百万円 特別会計総額　12億4千22万7千円
◆一般会計内訳（単位：千円） ◆特別会計内訳（単位：千円）

歳　　出
議会費 53,923
総務費 797,254
民生費 462,306
衛生費 176,307
労働費 853
農林水産業費 474,786
商工費 308,523
土木費 596,133
消防費 370,523
教育費 247,237
災害復旧費 118,974
公債費 273,181
予備費 5,000
合計 3,885,000

歳　　入
村税 180,674
地方譲与税 54,000
地方消費税等交付金 43,150
地方交付税 1,570,000
分担金及び負担金 17,053
使用料及び手数料 34,936
国県支出金 768,253
財産収入 14,454
寄附金 125,000
繰入金 481,326
繰越金 5,000
諸収入 37,054
村債 554,100
合計 3,885,000

歳入・歳出
国民健康保険
（事業勘定） 308,209

国民健康保険
（施設勘定） 134,341

秋山診療所 6,333
後期高齢者医療 31,129
介護保険 384,563
介護サービス 70,045
簡易水道 62,155
生活排水処理 67,474
農業集落排水 20,393
スキー場 118,788
ケーブルテレビ 36,797
合計 1,240,227

　平成28年第1回定例会は3月7日に開会され、10日、
11日の2日間で予算特別委員会が開催されました。慎
重審議の結果、最終日14日に全員賛成（起立）により
可決されました。
　3月11日午後2時46分、東日本大震災発生時刻に議
会を中断し、哀悼の意を表し全員黙祷を捧げました。

　4月24日付で栄村議会議員補欠選挙が行わ
れ、無投票で石沢一男氏、松尾眞氏、上倉敏夫
氏が当選されました。
　4月25日に栄村選挙管理委員会から当選証書
を受け取り、同日より栄村議会議員として活動す
ることとなりました。任期は平成29年5月20日ま
でとなります。ご活躍をご期待いたします。

▶
石
沢
一
男
氏

▶
松
尾
眞
氏

▶
上
倉
敏
夫
氏



栄 村 議 会 報（17） 平成 28 年 5 月 1 日

平成28年1月・2月臨時会・3月定例会　主な可決案件
案　件　名 内　　容

―1月臨時会―

◆専決処分について【栄村税条例の一部を改
正する条例の制定について】

・行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号の利用等に関す
る法律の規定が改正されたことによる。村民税の減免請求には個人番
号を記載した申請書が必要とされていたものであるが、この個人番号
の記載が不要になったための改正並びに特別土地保有税の減免申請に
おいても個人番号は記載不要ということになったため

◆平成27年度社会資本整備総合交付金（復
興）事業村道天代坪野線橋梁架替（2）工事
変更請負契約の締結について

・当初計画した盛立土に不足が生じたことから、他工事現場からの搬入
へ変更し、効率の良い工事施工を進めるための変更増額

・変更前契約金額：44,280,000円
・変更後契約金額：59,205,600円（14,925,600円の増額）

◆平成27年度木造公共施設整備事業　観光及
び震災情報発信拠点施設建設工事変更請負
契約の締結について

・雪止めアングル等の変更及び地区要望である公園への取付道路を施工
するには、工期内での完成が困難であることから、外構に係る工事分
を別工事とすることによる減額

・変更前契約金額：170,640,000円
・変更後契約金額：164,581,200円（6,058,800円の減額）

―2月臨時会―

◆一般職の職員の給与に関する条例の一部を
改正する条例の制定について

・平成27年の人事院勧告に伴い、俸給表が平均0.8%引き上げられ、期
末・勤勉手当の年間支給月数を4.10ヵ月から4.20ヵ月に引き上げる勧
告がなされた。この勧告並びに県、近隣の町村の動向を参酌の上、栄
村職員労働組合と協議を行い、平成28年2月12日に合意を得たことか
ら一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正するもの

◆特別職の職員の給与に関する条例の一部を
改正する条例の制定について

・平成27年の人事院勧告に伴い、国においては特別職の職員の給与に関
する法律の一部を改正する法律が公布されました。国の内容は、期末
手当の年間支給月数を3.1ヵ月から3.15ヵ月に引き上げるものであり
ます。本村においても一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正
する条例を上程することから、国に準じて特別職の職員の給与に関す
る条例の一部を改正すべきか、栄村特別職等報酬審議会に意見を聴い
たところ、引き上げが適当との意見が付されたことから、本条例の一
部を改正するもの

◆議会の議員の議員報酬及び費用弁償に関する
条例の一部を改正する条例の制定について

・国に準じて議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部
を改正すべきか、栄村特別職等報酬審議会に意見を聴いたところ、引
き上げが適当との意見が付されたことから、本条例の一部を改正する
もの

◆平成27年度栄村一般会計補正予算第7号

・平成27年人事院勧告に基づき、行政職給料表及び医療職給料表の改正
を行い、俸給については平成27年4月1日に遡及適応することとし、
期末勤勉手当については12月の勤勉手当において支給月数を引き上
げて支給することとなることから、既決予算に不足を生じるため、給
料、職員手当、共済費を追加。平滝地区に建設予定の貸工場につい
て、地質調査の結果、支柱杭工事が必要となったこと及び関係経費に
不足が生じたため

・補正額：57,832千円
◆平成27年度栄村国民健康保険特別会計（施

設勘定）補正予算第3号
・人事院勧告による職員の給与改定
・補正額：664千円

◆平成27年度栄村介護保険特別会計補正予算
第3号

・人事院勧告による職員の給与改定
・補正額：205千円

◆平成27年度栄村介護サービス特別会計補正
予算第3号

・人事院勧告による職員の給与改定
・補正額：220千円

◆平成27年度栄村簡易水道特別会計補正予算
第2号

・人事院勧告による職員の給与改定
・補正額：97千円

◆平成27年度栄村スキー場特別会計補正予算
第3号

・人事院勧告による職員の給与改定
・補正額：97千円

―3月定例会―

◆平成27年度栄村一般会計補正予算第8号

・平成29年7月から開始するマイナンバー情報連携までに行うべきセ
キュリティー対策経費、コミュニティー助成事業及びふるさと復興支
援金事業費確定に伴う減額、東日本大震災復興交付金平成28年度分復
興住宅家賃低廉化として追加、各種事業費確定による減額など

・補正額：▲255,453千円
◆平成27年度栄村国民健康保険特別会計（事

業勘定）補正予算第4号
・一般被保険者療養給付費見込み減による
・補正額：▲3,248千円

◆平成27年度栄村介護保険特別会計補正予算
第4号

・各種事業費精算による減額など
・補正額：▲10,326千円



栄 村 議 会 報 （18）平成 28 年 5 月 1 日

案　件　名 内　　容
◆平成27年度栄村介護サービス特別会計補正

予算第4号
・施設の燃料費及び光熱費等の減額
・補正額：▲990千円

◆平成27年度栄村簡易水道特別会計補正予算
第3号

・村単事業費確定による減額
・補正額：▲2,600千円

◆平成27年度栄村生活排水処理特別会計補正
予算第2号

・事業費確定による減額
・補正額：▲1,172千円

◆平成27年度栄村農業集落排水特別会計補正
予算第2号

・施設修繕料の不足による増額
・補正額：1,330千円

◆栄村税条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

・地方税法等の一部改正に伴い、納税猶予制度に関する規定を定めるた
め、税条例の一部を改正するもの。納税者の負担の軽減を図りながら
的確な納税を確保するという観点に基づいて納税の猶予制度、具体的
には徴収の猶予及び換価の猶予について規定の整備をするもの

◆固定資産評価審査委員会条例の一部を改正
する条例の制定について

・行政不服審査法及び行政不服審査法施行令の一部改正に伴い、固定資
産評価審査委員会条例の一部を改正するもの。主な改正内容は弁明書
の提出について、電子メールでも可とするもの。もう1つは固定資産
評価審査委員会の決定書には主文、事案の概要、審査申出人及び村長
の主張の主旨、理由を明記する

◆栄村保育所保育料徴収条例の一部を改正す
る条例の制定について

・子ども・子育て支援法施行令等の改正に伴い、低所得者及び母子、父
子世帯の保育料を減額する必要があることから、法律の改正に合わせ
て条例を改正するもの。平成28年4月1日より

◆栄村県営土地改良事業分担金徴収条例の制
定について

・昭和58年6月15日に公布された県営土地改良事業分担金徴収条例につ
いて、分担金の徴収時期や徴収の方法、納期の規定等に不具合がある
ことから、その全部を改正するため

◆栄村東日本大震災復興交付金基金条例の一
部を改正する条例の制定について

・国が定める東日本大震災復興交付金基金管理運営要領の改正により、
効力の失効を平成28年9月30日としていたものを削除するもの

◆栄村行政不服審査会条例の制定について
・行政不服審査法の全部が改正され、平成28年4月1日に施行されるこ

とから、同法に定める地方公共団体は、採決に際し諮問する機関に当
たる第三者機関を設置しなければならないとされたことから、その設
置に関する条例を新規に制定するもの

◆栄村公文書の公開に関する条例の一部を改
正する条例の制定について

・行政不服審査法の全部が改正されたことによる所要の改正を行うもの。
法律番号の改正、不作為を含めること、審理委員制度を除外とすること

◆栄村個人情報保護条例の一部を改正する条
例の制定について

・行政不服審査法の全部が改正されたことによる所要の改正を行うもの。
法律番号の改正、不作為を含めること、審理委員制度を除外とすること

◆栄村特定個人情報保護条例の一部を改正す
る条例の制定について

・行政不服審査法の改正に伴う所要の改正を行うもの。引用している法
律番号の改正、公開請求に係る不作為を含めること、審理委員制度の
適応除外、それに加え文言の改正

◆栄村建設工事分担金徴収条例の一部を改正
する条例の制定について

・行政不服審査法の改正に伴う所要の改正を行うもの。文言の訂正、不
服申し立て期間の改正

◆栄村手数料徴収条例の一部を改正する条例
の制定について

・行政不服審査法の改正に伴うもの。不服申し立てに係る提出書類の写
しの手数料について、白黒のもの片面1枚に付き10円。カラーのもの
片面1枚に付き40円を加えるもの

◆栄村特別職で非常勤のものの報酬及び費用
弁償に関する条例の一部を改正する条例の
制定について

・本条例における非常勤特別職の報酬額を定めたものの一部を改正する
もの。選挙時に委嘱する各特別職の報酬を国会議員の選挙等の執行経
費の基準に関する法律の改正に伴い改めるもの、地方教育行政の組織
及び運営に関する法律の一部改正に伴い、教育委員会の委員長と委員
長職務代理の職が無くなったため削除するものなど

◆職員の勤務時間及び休暇等に関する条例の
一部を改正する条例の制定について

・地方公務員法並びに学校教育法の改正に伴い、関係する所要の改正を行
うもの。適用条項の変更、小学校の条項に法で定める条項を加えるもの

◆職員の旅費に関する条例の一部を改正する
条例の制定について ・地方公務員法の改正に伴う所要の改正を行うもの。適用条項の変更

◆栄村人事行政の運営等の状況の公表に関す
る条例の一部を改正する条例の制定につい
て

・地方公務員法の改正に伴う所要の改正を行うもの。第3条報告事項の
各号に職員の人事評価の状況、職員の休業の状況、職員の退職管理の
状況を加えるもの

◆村道の路線の認定について ・平成27年度上野原集落において直営工事により延長73.9ｍ、平均幅員
4.2ｍの道路を新たに開設したことから、村道として認定したいため

◆村道の路線の変更について ・村道切明川西線及び青倉12号線において路線の変更をするため

◆栄村消防団員等公務災害補償条例の一部を
改正する条例の制定について

・非常勤消防団員等に係る損害補償の基準を定める政令の一部が改正さ
れたことに伴うもの



栄 村 議 会 報（19） 平成 28 年 5 月 1 日

請願件名 請願内容 請願者 紹介議員 審査結果

―1月臨時会―

飯山赤十字病院
の産婦人科医師
の確保を求める
請願書

飯山赤十字病院では、ただ一人の産婦人
科嘱託常勤医師が非常勤となることに伴
い、平成28年4月から分娩の取り扱いを
休止することになり、現在通院中で出産予
定日が平成28年4月以降の妊婦は、近隣
の自治体にある医療機関などへ転院せざ
るを得ない状態となりました。全国的にも
産婦人科の医師不足は深刻化している折、
地域住民の健やかな営みを守り、地域創
生の筋道を確かなものとするためにも、誰
もがどこの地域でも安心・安全にお産がで
きる医療体制の堅持は最重要な課題であ
り、国・県を挙げてあらゆる対策に一層取
り組まれることを強く要請します。

飯山市議会
議長　佐藤正夫

採択

採択に対して
賛成者9名
※議長除く

―3月定例会―

「集団的自衛権」
を具体化し、戦
争につながる安
全保障関連二法
の速やかな廃止
を求める請願

私たちは、世界に誇る憲法9条を守り、9
条を活かした平和な日本を築いていくこと
を心から望んでいます。世界の平和は、日
本国憲法の精神を尊重し、話し合いで築
いていくしか道はありません。憲法違反の
法律を数の力で成立させるようなことは
あってはなりません。よって、栄村議会に
おかれては「安全保障関連二法」を速やか
に廃止する意見書を採択されるよう請願い
たします。

飯水岳北九条の会
代表世話人　
髙橋彦芳

山本千津子
鈴木敏彦

継続審査

継続審査に対
して
賛成者7名
反対者2名
※議長除く

請願審査結果

区　分 当初予算 3月補正 6月補正 9月補正 12月補正 2月補正 3月補正 ３月定例会
後の予算額 増減額 増減率

（％）

一般会計 3,760,000 ▲14,929 195,751 59,060 ▲27,416 57,832 ▲255,453 3,774,845 14,845 100.39

特別会計

国民健康保険
事業勘定 320,971 400 10,806 6,451 ▲3,248 335,380 14,409 104.49

国民健康保険
施設勘定 135,635 566 200 664 137,065 1,430 101.05

秋山診療所 6,105 327 6,432 327 105.36

後期高齢者医療 30,773 1,592 32,365 1,592 105.17

介護保険 379,134 ▲ 8,230 22,340 205 ▲10,326 383,123 3,989 101.05

介護サービス 55,974 4,120 1,048 220 ▲990 60,372 4,398 107.86

簡易水道 103,266 6,322 97 ▲2,600 107,085 3,819 103.70

生活排水 45,655 5,362 ▲1,172 49,845 4,190 109.18

農業集落
排水 14,318 1,800 1,330 17,448 3,130 121.86

スキー場 130,732 5,268 97 136,097 5,365 104.10

ケーブル
テレビ 45,129 2,500 47,629 2,500 105.54

合　計 1,267,692 1,312,841 45,149 103.56

◆平成27年度　栄村予算推移◆ 単位：千円

※▲は、減額



①
総
合
戦
略
会
議
で
掲
げ
た
25
年

後
の
人
口
１
，
４
０
０
人
に
向
け

て
の
取
り
組
み
は
。
②
若
者
定
住
促
進
を
進

め
る
中
で
の
復
興
住
宅
の
活
用
は
。
③
子
育

て
支
援
策
と
し
て
妊
産
婦
の
医
療
費
の
全
額

無
料
化
を
。①

国
立
社
会
保
障
人
口
問
題
研

究
所
の
推
計
人
口
で
は
、
平
成
52

年
の
栄
村
は
１
，
０
６
９
人
と
な
り
、
そ
れ

で
は
将
来
展
望
が
無
い
と
い
う
わ
け
か
ら
１
，

４
０
０
人
と
目
標
を
設
定
し
た
。
人
口
の
増

加
に
つ
い
て
は
「
社
会
増
」
と
「
自
然
増
」

が
あ
る
。「
社
会
増
」
に
つ
い
て
は
、
栄
村
の

持
つ
豊
か
な
自
然
と
村
民
の
暖
か
さ
を
、
多

様
な
価
値
観
を
持
つ
若
者
や
女
性
に
農
村
移

住
の
魅
力
と
し
て
提
案
し
、
移
住
定
住
の
促

進
を
図
っ
て
い
く
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

活
用
に
よ
り
、
若
者
が
主
役
に
な
り
、
観
光

施
策
や
近
隣
の
市
町
村
と
の
連
携
を
強
化
し
、

観
光
客
の
誘
致
を
図
り
、
交
流
人
口
の
増
加

と
将
来
の
移
住
に
結
び
つ
け
て
い
く
こ
と
。

「
自
然
増
」
は
、
広
域
連
携
も
含
め
、
婚
活
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
や
支
援
、
子
育
て
に
必
要
な

保
育
料
や
医
療
費
負
担
等
の
軽
減
策
を
講
じ

る
な
ど
、
若
い
世
代
の
経
済
的
安
定
化
を
図

る
こ
と
で
子
育
て
主
体
環
境
整
備
を
充
実
さ

せ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
、「
社
会
増
」「
自
然

増
」か
ら
方
向
性
を
出
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

②
若
者
定
住
に
関
し
て
は
、
若
衆
と
女
衆
の

集
ま
る
村
づ
く
り
と
位
置
付
け
、
農
業
体
験

や
地
域
行
事
等
と
一
体
化
し
た
体
験
住
宅
や

空
き
家
住
宅
の
利
活
用
を
進
め
る
。
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
積
極
的
活
用
な
ど
。

③
妊
産
婦
の
医
療
費

の
無
料
化
に
つ
い
て

は
、
現
在
子
育
て
支
援
の
一
つ
と
し
て
妊
婦

健
診
の
費
用
約
12
万
円
全
額
村
で
負
担
し
て

い
る
。
妊
婦
健
診
、
基
本
的
に
初
期
４
回
、

中
期
６
回
、
後
期
４
回
で
計
14
回
あ
る
。
加

え
て
血
液
検
査
、
超
音
波
検
査
等
諸
々
そ
れ

ぞ
れ
初
期
、
中
期
、
後
期
と
あ
り
、
全
て
の

追
加
検
査
７
回

程
あ
る
が
、
こ
れ

ら
も
全
て
村
で

負
担
し
て
い
る
。

①
現
場
検
査
を
し
て
い
る
の
か
。

②
補
助
を
出
す
の
に
偏
り
が
あ
る

の
で
は
。
事
業
メ
ニ
ュ
ー
を
平
等
に
周
知
さ
せ

て
い
る
か
。
③
請
負
が
多
く
な
る
組
合
に
は
法

人
化
を
進
め
る
考
え
は
な
い
か
。

①
立
入
検
査
は
し
て

い
な
い
が
、
口
頭
で

改
善
指
示
を
出
し
て
い
る
団
体
も
あ
る
。
検

証
し
て
い
な
い
こ
と
も
あ
る
の
で
、
来
年
度
か

ら
は
事
業
採
択
か
ら
実
績
ま
で
専
門
の
特
別

委
員
会
で
選
定
し
て
い
く
。
尚
、
復
興
交
付

金
事
業
に
よ
り
導
入
し
た
機
械
関
係
は
、
毎

年
国
へ
報
告
す
る
義
務
が
あ
る
。
②
要
望
を

出
し
て
い
る
団
体
に
話
を
し
て
い
る
。
規
模
や

機
械
整
備
が
異
な
る
の
で
一
律
に
は
で
き
な

い
。
前
年
度
か
ら
計
上
し
な
い
と
予
算
に
間

に
合
わ
な
い
。
③
28
年
度
、
国
は
法
人
化
を

勧
め
、
ソ
フ
ト
事
業
が
あ
る
の
で
充
分
な
協

議
を
し
て
い
く
。
村
も
来
年
度
法
人
化
の
予

算
を
計
上
し
て
い
く
。
他
の
事
業
で
経
理
的

な
部
分
を
改
善
し
て
い
な
い
事
業
も
あ
る
の
で

検
討
し
て
ほ
し
い
し
、
村
民
が
合
意
し
て
経

営
で
き
る
状
況
を
作
り
た
い
。

①
栄
小
・
中
学
校
に
つ
い
て
余
裕

教
室
を
地
域
住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
場
の
活
用
に
で
き
な
い
か
。
木
島
平
村

で
は
学
習
面
で
行
っ
て
い
る
。「
放
課
後
子
ど

も
プ
ラ
ン
」
の
考
え
は
。
②
中
学
校
に
模
擬

議
会
の
時
間
を
。
③
障
害
者
に
関
す
る
授
業

を
。
④
支
援
学
級
に
つ
い
て
。
人
口
の
割
に

生
徒
数
が
多
い
と
の
声
も
聞
く
が
、
児
童
の

一
時
間
は
大
人
の
何
日
に
も
匹
敵
す
る
。
適

切
な
対
処
を
望
む
。

①
学
校
運
営
協
議
会
制
度
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
充

実
す
る
中
で
考
え
た
い
。「
放
課
後
子
ど
も
プ

ラ
ン
」
は
送
迎
バ
ス
の
関
係
も
あ
り
難
し
い
。

②
中
学
の
公
民
の
授
業
で
学
習
で
き
る
。
③

ア
イ
マ
ス
ク
着
用
、
杖
歩
行
な
ど
の
疑
似
体

験
、
本
の
読
み
聞
か
せ
を
行
っ
て
い
る
。
④

一
番
は
保
護
者
の
思
い
と
学
校
側
と
の
信
頼

関
係
を
大
事
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
理

解
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

栄 村 議 会 報 （20）栄 村 議 会 報　3月定例会　一般質問平成 28 年 5 月 1 日

集
落
営
農
組
合
に
関
し
て
の

補
助
金
に
つ
い
て

総
合
戦
略
会
議
で
掲

げ
た
25
年
後
の
人
口

１
，
４
０
０
人
に
向

け
て
の
取
り
組
み
は
。

「
社
会
増
」と「
自
然
増
」か

ら
方
向
性
を
出
し
た
い
。

桑
原
一
富
議
員

村
長
村
長

質
問
質
問

村 長

教
育
長

教
育
長

人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

健
康
支
援
課
長

健
康
支
援
課
長

産
業
建
設
課
長

産
業
建
設
課
長

栄
村
・
小
中
学
校
に
つ
い
て

質
問
質
問

集
落
営
農
組
合
に
関

し
て
の
補
助
金
に
つ

い
て
、
現
場
を
検
査

し
て
い
る
の
か
。
法

人
化
へ
の
指
導
は
。

経
営
内
容
が
違
う
の
で
一

律
に
は
で
き
な
い
。
国
は

法
人
化
を
勧
め
て
い
る
。

山
本
千
津
子
議
員

質
問
質
問

産業建設
課長



こ
の
件
に
関
し
て
は
「
究
極
の
無

駄
遣
い
で
は
な
い
か
」
と
い
う
立
場

か
ら
質
問
い
た
し
ま
す
。
①
豊
栄
地
区
に
防
災

拠
点
施
設
が
必
要
だ
と
い
う
根
拠
は
何
か
。
②

通
常
時
の
施
設
の
使
い
道
が
明
確
で
な
い
が
、

ど
の
よ
う
な
考
え
か
。
③
震
災
以
降
、
避
難
所

と
な
り
う
る
立
派
な
集
会
所
が
幾
つ
か
建
設
さ

れ
、
新
た
な
計
画
も
あ
る
中
で
、
当
時
と
は
避

難
の
形
が
全
く
変
わ
っ
て
く
る
と
考
え
る
。
そ

の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
さ
れ
て
い
る
か
。

①
当
時
、
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
さ
ん
に
依

頼
を
し
、
豊
栄
地
区
の
避
難
場
所

と
し
て
利
用
さ
せ
て
も
ら
っ
た
が
、
大
変
な
混

雑
で
あ
っ
た
。
計
画
で
、
栄
中
学
校
へ
避
難

と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
定
員
オ
ー
バ
ー
に

な
る
と
困
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
維
持
し
な

が
ら
と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
、
豊
栄
地
区
に
二

次
避
難
所
の
建
設
を
計
画
し
た
。
②
通
常
時

の
使
い
道
と
い
う
こ
と
だ
が
、
体
育
館
と
か
、

地
元
で
色
々
利
用
し
て
も
ら
え
ば
良
い
。
③

震
災
後
、
公
民
館
の
耐
震
化
は
各
地
区
の
希

望
で
進
め
て
い
る
が
、
こ
れ
は
一
次
避
難
所

の
役
割
を
担
っ
て
も
ら
い
、
避
難
が
長
引
く

よ
う
な
ら
二
次
避
難
所
へ
と
考
え
て
い
る
。

箕
作
地
区
は
震
災
前
に
新
し
い
公

民
館
を
建
て
て
あ
っ
た
た
め
、
二

次
避
難
所
へ
行
く
事
な
く
地
区
で
乗
り
切
っ

た
。
各
地
区
も
そ
れ
が
理
想
と
考
え
、
公
民

館
に
投
資
を
し
て
い
る
。
二
次
避
難
所
あ
り

き
の
考
え
は
お
か
し
い
の
で
は
な
い
か
。

集
落
ご
と
の
公
民
館
に
避
難
さ
れ

る
と
、
食
事
を
配
る
な
ど
大
変
で

対
応
で
き
な
い
。

常
々
、
村
長
は
村
内
、
秋
山
以
外

は
何
処
に
行
く
に
も
近
い
も
の
だ

と
言
わ
れ
て
い
る
。
緊
急
時
に
対
応
が
で
き
な

い
と
い
う
の
は
説
得
力
に
欠
け
る
話
で
、
議

論
が
足
り
な
い
状
況
と
思
う
。
こ
の
話
は
一

度
凍
結
し
、
議
論
し
直
し
て
進
め
る
べ
き
で

は
な
い
か
。こ

こ
は
一
般
質
問
の
場
な
の
で「
や

る
」「
や
ら
な
い
」
は
言
え
な
い
。

新
年
度
予
算
の
審
議
が
あ
る
の
で
、
そ
の
中

で
や
っ
て
も
ら
え
ば
い
い
と
思
う
。

介
護
制
度
が
年
々
受
け
に
く
く

な
っ
て
い
る
。
医
療
介
護
総
合
法

で
は
、要
支
援
１
・
２
の
訪
問
介
護
、デ
イ
サ
ー

ビ
ス
が
介
護
保
険
か
ら
外
さ
れ
て
市
町
村
の

事
業
に
移
さ
れ
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
も

要
介
護
３
以
上
で
な
い
と
入
所
で
き
な
く
な
っ

た
。
老
後
の
安
心
を
願
う
家
族
や
高
齢
者
の

思
い
と
国
の
政
策
は
反
対
方
向
に
向
い
て
い

る
。
①
今
後
の
介
護
事
業
を
ど
の
よ
う
に
考

え
る
の
か
。
②
介
護
事
業
を
民
間
に
委
託
と

の
案
も
あ
る
が
。
③
村
の
社
会
福
祉
が
独
自

の
介
護
事
業
を
運
営
す
る
方
向
で
の
検
討
は

ど
う
な
る
か
。①

介
護
度
３
以
上
に
な
ら
な
い
と

特
養
へ
は
入
れ
な
い
。
施
設
は
待

機
者
が
多
く
て
な
か
な
か
希
望
ど
お
り
入
所

で
き
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
今
後
と
も
介

護
予
防
に
力
を
入
れ
て
い
か
ね
ば
と
考
え
て
い

る
。
②
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
は
村
直
営
方
式

か
ら
民
間
へ
の
事
業
の
移
管
が
可
能
か
研
究

を
始
め
た
い
と
い
う
事
だ
が
、
議
会
全
員
協

議
会
で
社
協
を
優
先
に
す
る
よ
う
に
と
の
意

見
が
あ
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

③
近
隣
の
多
く
の
自

治
体
が
社
会
福
祉
協

議
会
で
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
実
施
し
て
い

る
。
他
の
社
協
で
実
践
し
て
い
る
内
容
を
分

析
、
研
究
し
、
公
表
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

震
度
６
強
の
地
震
に
見
舞
わ
れ
て

５
年
に
な
る
。
比
較
的
復
旧
、
復

興
が
進
ん
だ
の
は
自
立
の
村
づ
く
り
が
柱
に

な
っ
て
い
る
。
①
昨
年
実
施
し
た
防
災
訓
練

の
評
価
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。
②
自
主
防

災
会
の
進
め
方
。
③
各
区
の
防
災
マ
ッ
プ
を

作
る
考
え
は
。
④
各
家
庭
に
非
常
用
持
ち
出

し
グ
ッ
ズ
の
配
布
が
で
き
な
い
か
。

①
災
害
は
日
頃
か
ら
の
準
備
が
大

事
だ
と
思
っ
て
い
る
。
職
員
や
消

防
団
員
の
不
足
、
情
報
、
周
知
な
ど
反
省
点

を
克
服
し
た
い
。
②
自
主
防
災
組
織
は
新
た

な
組
織
で
は
な
く
、
区
が
自
主
防
災
組
織
と

い
う
研
究
を
し
て
い
き
た
い
。
③
マ
ッ
プ
に

つ
い
て
は
当
面
、
取
り
掛
か
っ
た
森
、
青
倉
、

横
倉
地
区
の
完
成
を
目
指
し
た
い
。
④
グ
ッ

ズ
の
配
布
に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
各
人
で

確
保
し
て
ほ
し
い
。
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質
問
質
問

介
護
に
つ
い
て

防
災
問
題
に
つ
い
て

豊
栄
地
区
に
防
災
拠

点
施
設
が
必
要
だ
と

い
う
根
拠
は
。

当
時
、
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
さ
ん

は
大
変
混
雑
し
た
。
栄
中

も
定
員
オ
ー
バ
ー
す
る
と
困

る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
維

持
し
な
が
ら
豊
栄
地
区
に
二

次
避
難
所
を
計
画
し
た
。

村
長
村
長

質
問
質
問

阿
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議
員 

村 長

村
長
村
長

村
長
村
長

豊
栄
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区
防
災
拠
点
施
設
に

関
し
て

質
問
質
問

健
康
支
援
課
長

健
康
支
援
課
長

社
会
福
祉
協
議
会
が

介
護
事
業
を
。

介
護
予
防
に
力
を
と
考

え
て
い
る
。

鈴
木
敏
彦
議
員

村
長
村
長

質
問
質
問

村 長

村
長
村
長

質
問
質
問
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栄村議会活動報告

◆議会活性化特別委員会

◆全員協議会（村長提出）

◎平成27年10月から平成28年3月までの「議会活性化特別委員会」と「議会全員協議会」で議論された
項目内容をお知らせします。

議会活動をいかに活性化することができるか協議する会です。議員のみで協議します。

村長から依頼を受けて議長が招集し、行政上の重要問題等について議会の意見を聞くための協議会です。

開催月 内　　容

平成27年
11月9日

―山本議員より提案事項―
1.村長提出議案は2 ～ 3日前には渡してほしい
2.議会活性化を検討してほしい
・土曜・日曜、夜間議会の開催
・働きながらでも活動できる方法
・中学生模擬議会
・議会報モニター制度

12月16日

―11月の提案事項を討議した―
1.土日、夜間議会については無理との意見が多かった
2.中学生模擬議会を行ってもらう
3.一般質問で3回までの質問ではなく1問1答式が良いとの意見が出た。（理事者の簡潔な答えが求めにくいので）
4.要望のある集落に懇談会を持つ
・区長会及び各区長に通達を出す

開催月 内　　容

平成27年
12月4日

◎中野市新井に「社会福祉法人みゆき福祉会」が介護老人福祉施設の事業を興すことになった。
1.本入所と短期入所を合わせて100床程度とする
2.低所得者に配慮し、多床室を設ける
3.民間による整備
4.29年度完成予定
◎飯山赤十字病院産婦人科の分娩休止について
1.平成28年4月より医師不足のため分娩のみ休止する

平成28年
1月25日

◎企業創業などに関する協定書の変更
・第4条
　甲は乙が行う本協定に基づく的確な事業活動の実施状況を適宜検証することができるものとする
※雇用確保を的確にしているかどうかを検証するため
◎平滝に造る天然水工場の件
・白鳥工場は今までどおり営業する
・追加予算：51,734,000円
・土地は賃貸料を払う：9 ヵ月で467,000円
・新工場は8人採用する

2月16日

◎天然水工場の説明
・ラインを縮小する。地盤が弱いので、杭の変更
・業務開始時期：11月を目標とする
・用地賃貸料：2名から賃貸　面積2,993㎡
・借り受け期間：20年　など

3月3日

1.地域おこし協力隊の起業支援（総務省の特別交付税による支援）　
・支援金設置：一人400万円上限
・目標：28年度中に全国3,000人にする。（4割が女性、8割が20 〜 30歳代、6割が定住している）
　　　  復興支援員に対しても起業支援金設置。
2.東部社会体育館吊り天井撤去
3.600㎡の大型避難所及び備蓄倉庫建設
・緊急防災・減災事業債制度が28年度で終わることに伴い、平滝のフランセーズ横に建設する予定。白鳥、平滝

地区住民との話し合いは行った。この施設は体育館のようなドーム型のもので、活用については地区で考えてほ
しいと説明があった。議員からは「村民の安心・安全を守るには、豊栄地区に是非必要である」という意見や、「ま
た箱物を造るのか」「維持費はどうするのか」「公民館耐震化を我慢している地区もあるのに」などの意見も出た
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◆全員協議会（議長提出）
議員全員で協議します。基本的に月一回開くことにしています。

3月3日

4.避難場所を示す標識設置
・村内全体に設置する。議員からは「大きな看板が必要か」「景観が悪い」「費用が大きい」などの意見が出

た
5.集落営農組織などに育成事業補助
・農業生産法人は上限200万円。集落営農組合は上限100万円。事業費の1/2以内。財源は「ふるさと納税」

の農業支援目的から。
6.和山にバス車庫建設
・和山始発にするため、車庫兼運転手が宿泊できる施設を造る
7.空き家再生推進事業
・2地区（大久保・志久見）で各1,000万円で改修し体験住宅にする。1地区（志久見）で危険なため500

万円で撤去し公園化する

開催月 内　　容

平成27年
10月20日

1.北信広域連合選挙管理委員会補充員選任について
・斎藤和代氏を選任
2.林活議連視察研修について
・飯田市「かぶちゃん村　森の発電所」
3.議員視察研修について
・千葉県保田漁港「ばんや」
・埼玉県川越市「社会福祉法人　ともいき」
4.地方自治研修会
5.雪国観光圏研究検討会聴講について

11月9日

1.11月行事予定
・11月11日　産業社会常任委員会：泉平・長瀬・青倉地区水道施設現地調査
・11月16日　十日町市・津南町・栄村議会連携協議会：栄村当番のため、秋山「とねんぼ」にて開催
・18、19日　栄村議会議員視察研修：千葉県木更津市保田漁港「ばんや」
　　　　　　　　　　　　　　　　　埼玉県川越市「社会福祉法人　ともいき」
・11月25日　林活議連視察研修：飯田市「かぶちゃん村　森の発電所」

12月4日

1.長野県特別豪雪地帯指定市町村議会協議会　長野県と長野県議会への要望事項について
・県道秋山郷森宮野原停線の早期改良について
・中条川・山地災害復旧の早期完了について
2.津南町・栄村議員懇談会について
・議題「ゴミ施設問題」「介護関係問題」
3.十日町市・津南町・栄村議会連携協議会
・栄村議会より福原議長が代表幹事に就任

12月16日
1.飯山赤十字病院の産婦人科医師確保の意見書について
・平成28年1月臨時会で意見書を出す事に決定
2.長野県特別豪雪地帯指定市町村議会協議会　長野県・長野県議会への要望書について確認

平成28年
1月22日

◎栄村役場にて津南町議員との懇談会
1.	津南町ごみ焼却場について
・津南町職員より「施設の老朽化に伴い、建て替えには多額の費用がかかる」と説明があった
2.	介護総合法に関して、津南町介護施設について
・津南町にミニの特養施設が2箇所できる予定。「まだ待機者がいる」「栄村にも介護施設が必要」などの意

見が出た

1月25日 ◎	相澤博文氏辞職に伴う総務文教常任委員会委員長選任について
・総務文教常任委員会委員長　阿部伸治　副委員長　樋口武夫

3月9日

1.会計税務課に各議員のマイナンバー通知番号提出
2.3月11日午後2時46分、東日本大震災犠牲者に対し黙とうを行う
3.長野県議会の選挙区・定数研究会からの報告
・県内の人口推移などと県外議員数の比較など
・平成26年2月、次期改選後の議員に任せることに決定。現状維持する
4.村長選挙前の公開討論会について
・職員組合主催で行えるようにとの提案など
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